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知覚と感覚
西洋史学4回生
津村翔士
コンディヤックへの批判
? 感覚・知覚(受容的機能)は精神の働きの始まり
→感覚＝知覚と考えている
→経験とはそういった時間の積み重ねによって成され
る
ビラン：「感覚」という語の拡張的使用を非難
:知覚と感覚の違いは異なった様式の経験に
よって導かれる
ビラン：
? 印象は経験の始まりに位置するもの
→能動的印象＝知覚的印象
→受動的印象＝感覚的印象
ビランの知覚論
①意志的に運動することによって初めて、私が私
である事を意識することが可能となり、経験の主
体としての私が成立するようになるということ。
②この私の存在の覚知は、二重化された二つの自
我の相関関係（※）において行なわれるものであ
るということ。
二重化された
二つの自我の相関関係
? 二つの自我
→①意志する私
→②その私によって動かされる私の身体の抵抗
① ②
意志
抵抗
① ②
意志
抵抗
「私の存在を意識すること」
＝「努力の意識を覚えること」、「努力の印象を持
つこと」
•意志的運動が大きければ大きいほど私の存在の
覚知もより明瞭になる。
ビラン：意志的運動から生じる一連の事態こそが
認識経験の始まりである。
この二つによって自
分の存在を知る
問い
? 意志的運動によって運動の主体である私はどの
ように認識経験を成立させていくのか？
対象物の存在の認識について
? 認識する主体
＝運動する主体は運動の成熟※によって、地震の
身体の抵抗から対象物のはっきりとした認識に
向かう。
※運動の繰り返し（＝習慣）によって果たされる
Ex)幼い子どもはまず自身の身体の動かし方を学
び、その後対象物のはっきりとした認識に向かう。
対象物の性質の認識について
? どうやって対象物の性質を認識するか？
→意志的運動を継続させることで、対象物の性質
を知る
対象物
丸い形
冷たさ
赤い色
甘酸っぱい香り
意志
抵抗
対象物に帰属している性質
ビランの感覚論
? （例えば）痛みの感覚
①意志的運動なくして物体との交渉が生じ、感受的能動性
が働くとき
②意志的運動に抵抗する対象項として物体との交渉が生
まれはしたが、そのとき働く感受的活動性があまりに激
しく、意志的運動をもはや行使できず、感受的活動性が
働くのと同じ状態になってしまったとき
⇒感覚は、もっぱら感受的活動性のみによって成立
まとめ
? ビランにとって、
知覚とは、
「意志的運動から生じる一連の事態」によって生み
出されるもの
感覚とは、
「感受的活動性」によって生み出されるもの
